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今
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
、
最
も
印
象
深
い
発
言
は
、
誰
の
発
言
で
あ
っ
た
か
。 

一
人
の
参
加
者
と
し
て
、
率
直
な
印
象
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
意
外
に
も
、
あ
る
宗
教
家
の
発
言
で
あ
っ

た
。 未

曽
有
の
経
済
危
機
の
中
で
開
催
さ
れ
た
今
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
通
称
、
ダ
ボ
ス
会
議
。
世
界
各
国
か

ら
著
名
な
政
治
家
、
経
営
者
、
経
済
学
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
識
者
が
一
堂
に
会
し
、
世
界
が
直
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
討
議
す
る
こ
の
国
際
会
議
は
、
そ
の
三
八
年
の
歴
史
の
中
で
も
、
今
年
、
最
も
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。 

著
者
は
、
こ
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
てG

lobal Agenda Council

の
メ
ン
バ
ー
も
務
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
に
出
席
し
、
様
々
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
多
く
の
出
席
者
の
発
言
を
聞
い
た
が
、

現
在
の
世
界
的
危
機
に
つ
い
て
、
最
も
本
質
を
突
い
た
意
見
を
述
べ
た
と
思
わ
れ
た
の
は
、
高
名
な
政
治
家
で
も
経

済
学
者
で
も
な
く
、
実
は
、
一
人
の
宗
教
家
で
あ
っ
た
。 

そ
の
宗
教
家
の
名
前
は
、
ジ
ム
・
ウ
ォ
リ
ス
。
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
左
派
の
牧
師
。 

イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
元
首
相
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ペ
レ
ス
大
統
領
な
ど
と
の
パ
ネ
ル
討
議
に
お
い
て
、
彼
は
、
こ
う

語
っ
た 

「
毎
朝
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
誰
も
が
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
『
こ
の
危
機
は
、

い
つ
終
わ
る
の
か
』
と
。
し
か
し
、
私
は
、
こ
れ
は
問
い
の
立
て
方
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。
我
々
が
問
う
べ
き

は
、
別
な
問
い
で
は
な
い
か
。
『
こ
の
危
機
は
、
我
々
を
、
ど
う
変
え
る
の
か
』
。
そ
の
問
い
を
こ
そ
問
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
の
危
機
は
、
い
ず
れ
終
わ
る
。
し
か
し
、
こ
の
危
機
が
終
っ
た
と
き
、
も
し
我
々
が
何
も
変
わ
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
危
機
の
中
で
、
多
く
の
人
々
が
味
わ
っ
た
苦
し
み
は
、
す
べ
て
が
無
駄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
」 

平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ ５ 日 

「 新 し い 公 共 」 オ ー プ ン フ ォ ー ラ ム 

田 坂 広 志 氏 資 料 
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そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
現
在
、
急
速
に
深
刻
化
し
て
い
る
世
界
的
不
況
を
前
に
、
各
国
の
リ
ー
ダ
ー

が
集
ま
り
、
諸
々
の
緊
急
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

決
し
て
問
題
の
本
質
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。 

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
危
機
は
、
現
在
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
内
在
し
て
い
る
危
機
で
あ

り
、
そ
の
資
本
主
義
の
在
り
方
を
深
く
問
う
こ
と
な
く
、
諸
々
の
対
症
療
法
を
行
う
だ
け
で
は
、
い
つ
か
ま
た
、
同

じ
問
題
を
引
き
起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。 

い
ま
、
多
く
の
識
者
が
予
測
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
世
界
は
、
し
ば
し
「
冬
の
時
代
」
に
突
入
す
る
。
さ
れ
ば
、

我
々
が
深
く
見
つ
め
て
お
く
べ
き
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
冬
の
時
代
」
を
通
じ
て
、
資
本
主
義
は
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
ジ
ム
・
ウ
ォ
リ
ス
の
発
言
は
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。 

極
寒
の
冬
の
季
節
に
お
い
て
も
、
木
々
は
そ
の
中
に
、
確
実
に
「
新
た
な
芽
」
を
育
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
冬
が

過
ぎ
た
と
き
、
そ
の
芽
は
、
大
き
く
開
花
し
て
い
く
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
ま
我
々
が
育
て
る
べ
き
資
本
主
義
の
「
新
た
な
芽
」
と
は
何
か
。
「
新
た
な
資
本
主

義
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
旧
来
の
資
本
主
義
と
異
な
り
、
ど
の
よ
う
な
進
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
、
い
ま
、
資
本
主
義
の
土
台
に
あ
る
「
経
済
原
理
」
に
、
大
き

な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
、
こ
れ
か
ら

資
本
主
義
を
大
き
く
進
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
次
の
「
五
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
で
あ
る
。 

―
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―
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―
―
―
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―
―
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―
―
―
―
―
―
― 

複
雑
系
経
済
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 
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ま
ず
第
一
が
、
「
複
雑
系
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
。 

「
複
雑
系
経
済
」
と
は
、
企
業
や
市
場
や
社
会
な
ど
が
、
極
め
て
高
度
な
「
複
雑
系
」
に
な
っ
た
経
済
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
「
複
雑
系
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
端
的
に
い
え
ば
「
生
命
的
な
シ
ス
テ
ム
」
の
こ
と
。

現
代
科
学
の
最
先
端
の
研
究
「
複
雑
系
科
学
」
に
よ
れ
ば
、
物
事
は
複
雑
に
な
る
と
、
あ
た
か
も
生
命
を
持
っ
て
い

る
か
の
よ
う
に
挙
動
し
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
組
織
化
、
創
発
、
生
態
系
の
形
成
、
相
互
進
化
、
バ
タ
フ
ラ
イ

効
果
と
い
っ
た
生
命
的
な
現
象
が
、
し
ば
し
ば
起
こ
る
よ
う
に
な
る
。 

特
に
、
複
雑
系
経
済
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
が
「
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
」
。
こ
の
性
質
が
強
ま
る
と
、
社
会
の
片

隅
の
小
さ
な
ゆ
ら
ぎ
が
、
社
会
全
体
に
大
変
動
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
破
綻
が
、

世
界
同
時
不
況
の
引
き
金
と
な
っ
た
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
は
、
ま
さ
に
、
そ
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
。 

で
は
、
な
ぜ
い
ま
、
複
雑
系
経
済
な
の
か
。 

実
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
の
創
発
思
想
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
来
、
経
済
は
、
複

雑
系
と
し
て
の
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
そ
れ
が
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
急
激
に
強
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。 

第
一
は
「
情
報
革
命
」
。
経
済
シ
ス
テ
ム
の
内
部
で
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
急
激
に
増
大
し
た
。
第
二
は
「
規
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制
緩
和
」
。
従
来
の
業
種
の
垣
根
を
超
え
、
異
な
る
業
種
間
の
提
携
や
競
争
が
自
由
に
な
っ
た
。
第
三
は
、
「
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
。
経
済
が
地
球
の
裏
側
と
も
密
接
に
つ
な
が
り
、
瞬
時
に
影
響
し
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
、
経
済
シ
ス
テ
ム
内
部
で
の
相
互
連
関
性
が
高
ま
り
、
複
雑
性
が
高
ま
っ
た

た
め
、
も
と
も
と
複
雑
系
で
あ
っ
た
経
済
シ
ス
テ
ム
が
、
さ
ら
に
高
度
な
複
雑
系
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
結
果
起
こ
っ
た
の
が
、
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
と
い
う
破
壊
的
な
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
で
あ
る

が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
う
し
た
複
雑
系
経
済
の
特
異
な
現
象
を
、
従
来
の
経
済
学
は
、
理
論
的
に
う
ま
く
説
明
で
き

ず
、
有
効
な
対
処
法
も
提
示
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
世
界
は
、
い
ま
だ
に
、
こ
う
し
た
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
を
生
み

だ
す
「
蝶
々
の
経
済
」
に
処
す
る
方
法
を
見
出
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。 

も
と
よ
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
安
易
な
解
決
策
は
無
い
が
、
実
は
、
複
雑
系
の
研
究
が
、
複
雑
系
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
た
め
の
重
要
な
三
つ
の
指
針
を
教
え
て
い
る
。 

第
一
に
、
複
雑
系
と
は
生
命
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
機
械
的
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
よ
う
に
、
全
体
を
上
か
ら

「
管
理
・
制
御
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
に
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
挙
動
を
「
放
任
・
放
置
」
す
る
と
、
シ
ス

テ
ム
は
、
と
き
に
、
一
挙
に
崩
壊
す
る
こ
と
が
あ
る
。
第
三
に
、
複
雑
系
に
対
し
て
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
内
の
個
々

の
要
素
の
「
行
動
原
理
」
を
変
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
最
も
有
効
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
と
な
る
。 

す
な
わ
ち
、
複
雑
系
経
済
に
お
い
て
は
、
市
場
に
お
け
る
個
々
の
企
業
や
個
人
の
行
動
原
理
を
変
え
る
こ
と
、
そ

の
倫
理
基
準
や
行
動
規
範
を
変
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
最
も
本
質
的
で
有
効
な
対
処
方
法
と
な
る
。 

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
世
界
的
危
機
に
関
す
る
議
論
は
、
そ
の
多
く
が
「
政
府
規
制
の
強
化
」
か
「
自

由
競
争
の
維
持
」
か
と
い
う
二
項
対
立
的
な
論
争
に
陥
っ
て
い
る
。 

だ
が
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
複
雑
系
経
済
に
処
す
る
方
法
は
「
管
理
」
か
「
放
任
」
か
の
二
者
択
一
で
は
な
い
。

我
々
は
、
第
三
の
方
法
、
「
自
律
」
と
い
う
解
決
策
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
か
ら
の
世

界
の
経
済
秩
序
を
考
え
る
と
き
、
企
業
や
個
人
の
倫
理
基
準
や
行
動
規
範
の
確
立
と
い
う
「
自
己
規
律
の
促
進
」
に

よ
る
第
三
の
方
策
を
、
長
期
的
な
視
点
で
、
必
ず
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
意
味
で
、
エ
ン
ロ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
の
事
件
を
契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
世
界
的
な
潮
流
は
、
こ

の
危
機
の
時
代
に
こ
そ
、
さ
ら
に
深
く
、
大
き
な
潮
流
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
企
業
に
社
会
的
責
任
や
社
会
貢
献
を
求
め
る
こ
の
潮
流
は
、
単
な
る
「
義
務
や
責
任
を
求
め
る
精
神

論
」
で
は
な
い
。
実
は
、
い
ま
、
資
本
主
義
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
重
視
す
る
企
業
こ
そ
が
「
目
に
見
え
な
い
資
本
」
を
蓄

積
し
、
圧
倒
的
な
競
争
力
で
活
躍
す
る
時
代
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
資
本
主
義
に
、
次
に
述

べ
る
第
二
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

最
強
の
「
知
識
資
本
」
と
は 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

で
は
、
第
二
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
知
識
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
う
述
べ
る
と
「
そ
の
概
念
は
古
い
」
と
思
わ
れ
る
読
者
が
多
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
知
識
や
智
恵
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と
い
う
も
の
が
最
大
の
資
源
や
資
本
と
な
る
経
済
、
「
知
識
経
済
」
や
「
知
識
資
本
主
義
」
と
い
う
概
念
は
、
す
で

に
何
十
年
も
前
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

だ
が
、
こ
う
し
た
概
念
は
提
唱
さ
れ
て
久
し
い
が
、
実
は
、
い
ま
だ
多
く
の
政
府
や
企
業
が
、
知
識
経
済
や
知
識

資
本
主
義
と
い
う
も
の
に
処
す
る
政
策
や
戦
略
を
、
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
い
ま
、
企
業
の
経
営
者
に
「
知
識
経
済
に
処
す
る
戦
略
は
」
と
聞
く
な
ら
ば
、
そ
の
多
く
が
、
知
財
管

理
室
の
設
置
や
特
許
権
の
保
護
な
ど
の
戦
略
を
語
る
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
政
府
の
行
政
官
に
「
知
識
社
会
に
関
す

る
政
策
は
」
と
聞
く
な
ら
ば
、
そ
の
多
く
が
、
大
学
・
研
究
機
能
の
強
化
や
創
造
的
人
材
の
育
成
の
政
策
を
語
る
に

と
ど
ま
る
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
経
済
学
が
、
「
複
雑
系
経
済
」
と
同
様
、
「
知
識
経
済
」
を
扱
う
た
め
の
具
体

的
な
理
論
も
手
法
も
、
ま
だ
生
み
出
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
単
に
特
許
や
知
的
所
有
権
を
金
銭
に
換
算
し
、
財

務
諸
表
に
載
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
知
識
資
本
を
扱
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

で
は
な
ぜ
、
知
識
資
本
を
扱
う
こ
と
が
難
し
い
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
が
、
「
貨
幣
」
と
い
う
客

観
的
尺
度
で
評
価
で
き
る
も
の
、
「
目
に
見
え
る
資
本
」
だ
け
を
対
象
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
知
識
資
本
と
は
、

「
目
に
見
え
な
い
資
本
」
だ
か
ら
で
あ
る
。 

特
に
、
知
識
資
本
は
、
「
所
有
で
き
な
い
」
「
自
然
に
増
え
る
」
「
形
態
が
変
わ
る
」
と
い
う
、
極
め
て
扱
い
に

く
い
三
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｍ
＆
Ａ
で
企
業
を
買
収
し
て
も
、
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
辞
め
て
し

ま
う
こ
と
が
起
こ
る
（
所
有
で
き
な
い
）
。
人
々
が
集
ま
り
知
識
の
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
知
識
が
生

ま
れ
て
く
る
（
自
然
に
増
え
る
）
。
直
接
に
知
識
を
持
た
ず
と
も
、
知
識
を
持
つ
人
物
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
を
活
用
で
き
る
（
形
態
が
変
わ
る
）
。
こ
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
知
識
資
本
は
、
定
量
的
に
財
務
諸
表

に
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、
従
来
の
経
済
学
で
は
評
価
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

特
に
、
知
識
資
本
は
、
知
識
資
本
→
関
係
資
本
→
信
頼
資
本
→
評
判
資
本
→
文
化
資
本
と
形
態
を
変
え
な
が
ら

「
広
義
の
知
識
資
本
」
に
な
っ
て
い
く
。
な
ぜ
な
ら
、
「
知
識
」
と
い
う
資
本
を
持
た
ず
と
も
、
優
れ
た
知
識
を
持

つ
企
業
や
人
物
と
の
良
い
「
関
係
」
が
あ
れ
ば
、
容
易
に
そ
の
知
識
を
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
、
関
係
が
無
く
と

も
、
社
会
的
な
「
信
頼
」
が
あ
れ
ば
、
関
係
を
築
き
や
す
い
。
社
会
的
な
信
頼
が
無
く
と
も
、
世
間
で
の
良
い
「
評

判
」
が
あ
る
と
、
信
頼
が
生
ま
れ
や
す
い
。
そ
し
て
、
世
間
で
の
評
判
は
、
そ
の
企
業
に
良
い
「
文
化
」
が
あ
る
と

生
ま
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
ゆ
え
、
知
識
経
済
の
時
代
に
は
、
特
許
や
知
的
所
有
権
、
社
員
の
持
つ
知
識
や
智
恵
だ
け
で
な
く
、
他
企
業

や
消
費
者
と
の
関
係
、
外
部
か
ら
の
信
頼
や
評
判
、
企
業
内
部
の
文
化
な
ど
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ

り
、
我
々
は
、
こ
う
し
た
広
義
の
知
識
資
本
を
も
評
価
し
、
増
大
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新
た
な
理
論
や
手
法
を
開
発

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
経
済
学
に
お
い
て
も
、
経
営
学
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
特
異
な
性
質
を
持
つ
知
識
資
本
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
手
法
は
、
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
こ
で
、
特
に
理
解
し
て
お
く
べ
き
は
、
知
識
社
会
は
、
成
熟
す
る
に
つ
れ
、
前
者
の
知
識
資
本
や
関
係
資
本
以

上
に
、
後
者
の
信
頼
資
本
や
評
判
資
本
、
文
化
資
本
が
重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の

資
本
は
、
形
成
す
る
た
め
に
努
力
と
時
間
が
か
か
る
半
面
、
「
社
会
資
本
」
（Social Capital

）
と
融
合
し
、
企
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業
に
と
っ
て
、
最
強
の
資
本
と
な
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
知
識
資
本
の
観
点
か
ら
、
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
操
作
主
義
的

な
手
法
で
金
融
資
本
の
最
大
化
を
図
る
あ
ま
り
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
も
最
も
大
切
な
信
頼
資
本
、

評
判
資
本
、
文
化
資
本
を
徹
底
的
に
破
壊
し
た
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

人
間
の
精
神
に
お
け
る
成
熟
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
見
え
な
い
も
の
」
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
企
業
経
営
の
成
熟
と
は
何
か
。
資
本
主
義
の
成
熟
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
「
目
に
見
え
る
金
融
資
本
」
だ

け
で
な
く
、
「
目
に
見
え
な
い
知
識
資
本
」
を
深
く
見
つ
め
る
経
営
や
資
本
主
義
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
螺
旋
的
発
展
」
と
「
相
互
浸
透
」 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

さ
て
第
三
は
、
「
融
合
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
。 

現
代
の
資
本
主
義
の
議
論
に
お
い
て
、
最
大
の
落
と
し
穴
は
、
何
か
。 

そ
れ
は
、
「
貨
幣
経
済
」
だ
け
が
経
済
で
あ
る
と
思
い
込
む
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
人
類
の
歴
史
を
顧
み
る
な
ら

ば
、
経
済
原
理
は
三
つ
の
段
階
を
経
て
進
化
し
て
き
た
。
現
在
、
圧
倒
的
な
主
流
と
な
っ
て
い
る
「
貨
幣
経
済
」

（
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
）
の
前
に
は
、
財
貨
と
財
貨
を
交
換
す
る
「
交
換
経
済
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の

前
に
は
、
善
意
や
好
意
か
ら
財
貨
を
相
手
に
贈
与
す
る
「
贈
与
経
済
」
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
）
が
あ
っ
た
。 

す
な
わ
ち
、
我
々
は
、
現
在
の
資
本
主
義
を
論
じ
る
と
き
無
意
識
に
、
「
貨
幣
の
獲
得
」
を
目
的
と
し
て
人
々
が

行
う
経
済
活
動
、
「
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
」
だ
け
が
経
済
活
動
で
あ
る
と
思
い
こ
む
傾
向
が
あ
る
が
、
実
は
、
我
々
の

生
き
る
社
会
に
お
い
て
は
、
善
意
や
好
意
な
ど
に
よ
り
「
精
神
の
満
足
」
を
求
め
て
人
々
が
行
う
経
済
活
動
、
「
ボ

ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
」
が
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
家
事
や
育
児
、
家
庭
教
育
や
老
人
介
護
、
地
域
に
お
け
る
治
安
や
清
掃
な
ど
、
こ
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経

済
は
、
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
我
々
の
社
会
を
支
え
る
極
め
て
大
き
な
経
済
原
理
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
は
、
二
つ
の
理
由
か
ら
、
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
、
永
く
「
陰
の
経
済
」
の

位
置
に
置
か
れ
て
き
た
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
貨
幣
と
い
う
客
観
的
尺
度
で
測
れ
な
い
「
目
に
見
え
な
い
経
済
活
動
」

だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
が
、
家
庭
や
地
域
な
ど
「
社
会
の
片
隅
で
の
経
済
活
動
」
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
陰
の
経
済
」
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
、
い
ま
、
社
会
に
お
い
て
、
急
速
に
そ
の
活
動
を
増

大
さ
せ
、
影
響
力
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
九
〇
年
代
半
ば
に
始
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
革
命
で
あ
る
。

こ
の
革
命
は
、
社
会
に
お
け
る
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
」
を
圧
倒
的
に
増
大
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
革
命
の

結
果
、
多
く
の
人
々
が
、
自
発
的
に
サ
イ
ト
や
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、
様
々
な
情
報
や
知
識
を
無
償
で
公
開
す
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
は
、
無
数
の
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
、
Ｑ
＆
Ａ

サ
イ
ト
に
行
け
ば
、
ど
の
よ
う
な
質
問
に
対
し
て
も
、
多
く
の
人
々
が
無
償
で
答
え
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の

技
術
者
が
無
償
で
集
ま
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
良
を
続
け
る
リ
ナ
ッ
ク
ス
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
数
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
い
ま
、
ネ
ッ
ト
革
命
の
結
果
、
人
類
社
会
に
お
い
て
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済

が
、
ふ
た
た
び
そ
の
影
響
力
を
増
し
、
復
活
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
れ
は
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。 

「
螺
旋
的
発
展
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。 

ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
、
「
事
物
の
螺
旋
的
発
展
」
の
法
則
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
進
歩
・
発
展
は
、
あ
た
か
も

螺
旋
階
段
を
登
る
よ
う
に
起
こ
る
。
横
か
ら
見
て
い
る
と
上
に
登
っ
て
い
き
、
進
歩
・
発
展
し
て
い
く
が
、
上
か
ら

見
て
い
る
と
、
ぐ
る
り
と
回
っ
て
、
元
の
位
置
に
戻
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
古
く
懐
か
し
い
も
の
が
復
活
・
復
古

し
て
く
る
よ
う
見
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
螺
旋
階
段
で
あ
る
た
め
、
必
ず
一
段
、
高
い
位
置
に
登
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
螺
旋
的
発
展
に
お
い
て
は
、
古
く
懐
か
し
い
も
の
が
、
新
た
な
価
値
を
伴
っ
て
復
活
し
て
く
る
の
で
あ
る
。 

た
し
か
に
、
い
ま
、
ネ
ッ
ト
革
命
に
よ
っ
て
、
古
く
懐
か
し
い
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
復
活
し
て
き
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
「
目
に
見
え
な
い
」
「
社
会
の
片
隅
の
」
経
済
活
動
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

「
多
く
の
人
々
か
ら
見
え
る
」
「
世
界
中
に
影
響
を
与
え
る
」
経
済
活
動
と
し
て
、
新
た
な
価
値
を
伴
っ
て
復
活
し

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
の
復
活
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
。 

や
は
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
が
起
こ
る
。 

弁
証
法
の
も
う
一
つ
の
法
則
、
「
対
立
物
の
相
互
浸
透
」
が
起
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
、
対
極
に
位
置
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
、
こ
れ
か
ら
相
互
に
浸
透
し
、
融
合
を
遂
げ
て
い
く
。 

そ
の
事
例
も
、
ネ
ッ
ト
革
命
が
数
多
く
生
み
出
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
の
書
籍
販
売
の
ア
マ
ゾ
ン
・
コ
ム
。
そ
れ
は
、
極
め
て
高
収
益
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
し

て
い
な
が
ら
、
一
方
、
こ
の
サ
イ
ト
で
最
も
人
気
の
あ
る
「
草
の
根
書
評
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
実
は
、
多
く
の
読
者

が
無
償
で
提
供
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
急
成
長
を
遂
げ
た
グ
ー
グ
ル
。
こ
れ
も
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
サ
ー

ビ
ス
は
無
償
で
提
供
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
高
収
益
の
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

れ
ら
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
融
合
し
た
「
融
合
経
済
」
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
経
済
）
と
呼
ぶ

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
う
し
た
融
合
経
済
の
動
き
は
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
だ
け
か
。 

そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
。
こ
れ
は
、
従
来
、
利
益
追
求
を
目
的
と
し
て
き
た
営

利
企
業
が
、
社
会
的
責
任
や
社
会
貢
献
に
向
か
う
動
き
で
あ
り
、
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
を
取
り

入
れ
て
い
く
動
き
に
他
な
ら
な
い
。
一
方
、
も
う
一
つ
の
世
界
的
潮
流
と
な
っ
て
い
る
「
社
会
起
業
家
」
。
こ
れ
は
、

従
来
、
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
て
き
た
非
営
利
組
織
が
、
事
業
を
長
期
に
継
続
す
る
た
め
に
、
そ
の
事
業
そ
の
も
の

か
ら
利
益
を
上
げ
る
と
い
う
動
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
が
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
を
取
り
入
れ
て
い

く
動
き
に
他
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
土
台
に
あ
る
経
済
原
理
が
、
こ
れ
か
ら
「
融
合
経
済
」
と
呼
ぶ
べ
き
新
た
な
パ
ラ
ダ

イ
ム
に
向
か
っ
て
い
く
。 

で
は
、
そ
の
と
き
、
資
本
主
義
に
さ
ら
に
何
が
起
こ
る
の
か
。 
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そ
れ
が
、
第
四
の
「
直
接
参
加
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
で
あ
る
。 

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
「
経
済
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
」
が
実
現
す
る
。 

こ
う
述
べ
る
と
驚
く
読
者
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
場
経
済
は
、
ど
れ
ほ
ど
顧
客
中
心
や
顧
客

満
足
の
言
葉
を
掲
げ
て
も
、
実
は
「
間
接
民
主
主
義
」
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
は
、
ま
さ
に
、
政
治
に
お
け
る
代
議
制
の
ご
と
く
、
消
費
者
の
代
理
と
し
て
、
企
業
が
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
・
分
析
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
最
大
公
約
数
的
に
反
映
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
販
売
し
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。 

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
革
命
の
進
展
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
顧
客
や
消
費
者
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
・
生
産
、
さ
ら
に
は
販
売
に
も
直
接
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
い
ま
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
型
開
発
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
企
業
（
生
産
者
：
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
）
と
顧
客
（
消
費
者
：
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
）
が
協
働
し
て
、
新
た
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い
く
方
式
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が
「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
」
と
い

う
言
葉
で
予
言
し
た
方
式
で
あ
る
が
、
現
実
は
、
さ
ら
に
先
に
進
ん
で
い
る
。 

な
ぜ
な
ら
、
い
ま
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
自
分
の
好
き
な
商
品
の
購
入
を
勧
め
る
ア
フ
ィ
リ
エ

イ
ト
や
、
仲
間
を
集
め
て
集
団
購
入
を
す
る
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
な
ど
の
方
式
も
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

商
品
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
販
売
ま
で
も
消
費
者
が
担
う
経
済
活
動
の
出
現
を
意
味
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
、
ネ
ッ
ト
革
命
の
進
展
に
よ
っ
て
、
「
経
済
の
直
接
民
主
主
義
」
が
実
現
し
つ
つ
あ
り
、
そ

れ
は
、
「
直
接
参
加
経
済
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
新
た
な
経
済
原
理
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
こ
の
新
た
な
経
済
原
理
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、
多
く
の
企
業
や
経
営
者
が
、
そ
の
重
要
性
に
気
が
つ

い
て
い
な
い
。 

そ
し
て
、
第
五
は
、
「
地
球
環
境
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
。
そ
れ
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
「
無
限
の
経

済
」
か
ら
「
有
限
の
経
済
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
で
あ
る
。 

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
地
球
環
境
問
題
は
、
我
々
に
、
地
球
と
い
う
空
間
の
有
限
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
天

然
資
源
の
有
限
性
を
極
め
て
深
刻
な
形
で
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
経
済

学
は
、
い
ま
だ
「
有
限
」
を
前
提
と
す
る
経
済
活
動
の
理
論
や
手
法
を
生
み
出
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
い

ま
も
な
お
、
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
縛
ら
れ
、
企
業
経
営
者
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
増
収
増
益
」
を
求
め
、

国
家
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
大
」
を
求
め
て
い
る
。 

す
で
に
誰
も
が
、
「
無
限
」
の
経
済
成
長
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
学
は
、
い
ま
だ
に
、
有
限
の
空
間
、
有
限
の
資
源
を
前
提
と
し
た
新
た
な
理
論
や
手

法
を
生
み
出
せ
な
い
で
い
る
。 

今
年
の
ダ
ボ
ス
会
議
に
お
い
て
は
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（G

ross N
ational H

appi-ness

）
へ
」
と
い
う
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
人
気
を
集
め
た
。
た
し
か
に
、
我
々
は
、
例
え
ば
、
こ
の
Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
い
う
概
念
を
、
真
剣
に
深
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。 
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

不
思
議
な
懐
か
し
さ 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

さ
て
、
以
上
が
、
こ
れ
か
ら
資
本
主
義
に
起
こ
る
五
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
読
ま

れ
た
読
者
は
、
不
思
議
な
感
覚
を
覚
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
企
業
や
社
会
に
求
め
る
新
た
な
価
値
観
に
、
我
々
は
、
不
思
議
な
懐

か
し
さ
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
理
由
は
、
明
確
で
あ
ろ
う
。 

実
は
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
価
値
観
は
、
か
つ
て
日
本
型
経
営
が
大
切
に
し
て
き
た
価
値
観
で
あ
り
、
日
本
型
資
本

主
義
の
根
底
に
あ
っ
た
価
値
観
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
第
一
の
「
複
雑
系
経
済
」
。
こ
の
新
た
な
経
済
に
対
す
る
最
良
の
処
方
箋
は
、
個
々
の
企
業
の
自
己
規

律
で
あ
り
、
企
業
を
率
い
る
経
営
者
の
倫
理
観
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

そ
の
意
味
で
、
い
ま
、
世
界
中
の
企
業
が
、
企
業
不
祥
事
へ
の
反
省
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
社
会
的
責
任
）
と
社
会

貢
献
を
重
視
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
大
き
な
進
化
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、
も
し
我
々
が
、
日
本
型
経
営
や
日
本
型
資
本
主
義
の
歴
史
を
虚
心
に
振
り
返
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
、

渋
沢
栄
一
の
「
右
手
に
算
盤
、
左
手
に
論
語
」
、
住
友
家
訓
の
「
浮
利
を
追
わ
ず
」
、
近
江
商
人
の
「
三
方
よ
し
」

と
い
っ
た
言
葉
が
堂
々
と
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
日
本
と
い
う
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
昔
か
ら
、
企
業
の
社
会
的
責
任
や
社
会
貢
献
を
重
視
す
る
思
想
は
、
確
固
と
し
て
存
在
し
た
の

で
あ
る
。 

第
二
の
「
知
識
経
済
」
。
こ
の
新
た
な
経
済
に
処
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
「
目
に
見
え
な
い
資
本
」
を
評
価

し
、
増
大
さ
せ
て
い
く
力
が
企
業
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
知
識
経
済
の
時
代
に
突
入
し
て
久
し
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
株
式
市
場
に
お
け
る
企
業
の
評
価
は
、
財
務
諸
表
に
表
わ
さ
れ
る
「
目
に
見
え
る
数

字
」
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
経
営
者
も
、
や
む
な
く
目
先
の
数
字
に
目
を
奪
わ
れ
、
短
期
思
考

と
視
野
狭
窄
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

だ
が
、
顧
み
れ
ば
、
日
本
型
経
営
に
お
い
て
は
、
昔
か
ら
「
目
に
見
え
な
い
価
値
」
を
重
視
し
て
き
た
。
か
つ
て

日
本
企
業
の
優
れ
た
経
営
者
は
、
社
員
の
目
の
輝
き
、
働
き
甲
斐
、
職
場
の
空
気
、
社
員
の
和
、
企
業
の
文
化
、
顧

客
と
の
共
感
、
社
会
か
ら
の
信
頼
、
世
間
の
評
判
と
い
っ
た
「
目
に
見
え
な
い
価
値
」
、
財
務
諸
表
に
載
ら
な
い
価

値
を
こ
そ
重
視
し
て
き
た
。 

「
成
熟
」
と
は
、
「
目
に
見
え
な
い
も
の
」
が
見
え
る
こ
と
と
語
っ
た
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
日
本
型
経
営

は
、
す
で
に
世
界
で
最
も
成
熟
し
た
思
想
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

第
三
の
「
融
合
経
済
」
。
経
済
原
理
と
し
て
の
マ
ネ
タ
リ
ー
経
済
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
経
済
の
融
合
の
流
れ
は
、
企

業
の
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
、
「
利
益
追
求
」
と
「
社
会
貢
献
」
の
統
合
の
流
れ
と
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
欧
米
に
お

い
て
、
二
項
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
利
益
追
求
と
社
会
貢
献
は
、
実
は
、
日
本
型
経
営
の
思
想
に
お
い
て
は
、

す
で
に
統
合
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
昔
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
次
の
三
つ
の
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言
葉
で
あ
る
。 

「
企
業
は
、
本
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
。
利
益
と
は
社
会
に
貢
献
し
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
企
業
が
多
く

の
利
益
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
利
益
を
使
っ
て
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
を
せ
よ
と
の
、
世
の
声
で
あ
る
」 

こ
の
言
葉
は
、
日
本
企
業
が
世
界
に
誇
る
べ
き
言
葉
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
言
葉
は
、
企
業
に
と
っ
て

「
社
会
貢
献
と
は
何
か
」
「
利
益
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い
に
対
し
て
、
明
確
な
答
え
を
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
特
に
こ
の
三
番
目
の
言
葉
は
、
経
営
者
の
迷
い
を
断
ち
切
る
強
さ
を
持
っ
て
い
る
。 

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
言
葉
は
、
利
益
追
求
と
社
会
貢
献
と
い
う
二
つ
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
が
「
究
極
の
目
的
」
で
あ

る
か
を
、
明
確
に
断
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
企
業
の
究
極
の
目
的
は
、
ど
こ
ま
で
も
、
社
会
貢
献
で
あ
る
。
そ
し

て
、
利
益
と
は
、
そ
の
社
会
貢
献
を
実
現
す
る
た
め
の
「
手
段
」
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の

思
想
に
他
な
ら
な
い
。 

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
日
本
型
経
営
が
利
益
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
決
し
て
意
味
し
て
い
な
い
。

日
本
型
経
営
に
お
い
て
も
、
経
営
者
は
、
利
益
に
こ
だ
わ
る
。
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
喜
び
と
し
て
一
生
懸
命
に

働
く
社
員
の
生
活
を
支
え
、
企
業
の
将
来
を
信
じ
て
投
資
し
て
く
れ
た
株
主
に
報
い
、
優
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
す
る
た
め
の
投
資
を
行
い
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
社
会
貢
献
企
業
を
存
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
こ
そ
、
経
営
者

は
利
益
に
こ
だ
わ
る
。 

そ
れ
が
日
本
型
経
営
と
日
本
型
資
本
主
義
に
お
け
る
企
業
観
で
あ
り
、
利
益
観
で
あ
っ
た
。 

 

い
ま
、
世
界
の
資
本
主
義
の
進
化
の
最
先
端
に
お
い
て
、
ま
さ
に
、
こ
の
利
益
追
求
と
社
会
貢
献
を
統
合
し
た

「
社
会
的
企
業
」
（Social Enterprise

）
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
貢
献
を
目
的
と

し
て
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
る
「
社
会
起
業
家
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
、
い
ま
世
界
中
に
、
無
数
に
生
ま
れ
て
い

る
。 し

か
し
、
顧
み
れ
ば
、
こ
の
日
本
と
い
う
国
に
お
い
て
は
、
「
働
く
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
、
「
傍
」
（
は

た
）
を
「
楽
」
（
ら
く
）
に
す
る
こ
と
の
意
味
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
労
働
観
を
持
っ
た
国

に
お
い
て
は
、
社
会
的
企
業
も
、
社
会
起
業
家
も
、
世
界
に
先
駆
け
て
、
実
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

未
来
へ
の
原
点
回
帰 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

そ
し
て
、
第
四
の
「
直
接
参
加
経
済
」
。
こ
の
新
た
な
経
済
が
企
業
に
求
め
る
も
の
は
、
実
は
、
極
め
て
根
源
的

な
も
の
で
あ
る
。 

「
操
作
主
義
」
。
企
業
は
、
そ
れ
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
量
の
広
告
と
巧
み
な
宣
伝
に
よ

っ
て
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
掻
き
立
て
、
使
え
る
も
の
さ
え
捨
て
さ
せ
、
無
理
に
自
社
の
商
品
を
購
入
さ
せ
よ
う
と

す
る
企
業
中
心
の
発
想
。
消
費
者
を
巧
み
に
操
り
、
買
え
ぬ
も
の
ま
で
買
わ
せ
て
、
利
益
を
上
げ
た
い
と
考
え
る
操

作
主
義
が
、
今
回
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
世
界
の
資
本
主
義
を
誤
ら
せ
た
。 

こ
の
操
作
主
義
は
、
実
は
、
企
業
と
顧
客
と
を
切
断
し
、
対
立
的
に
見
る
発
想
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

「
顧
客
満
足
」
と
い
う
言
葉
に
さ
え
忍
び
込
ん
で
い
る
発
想
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
日
本
型
経
営
に
お
い
て
は
、
本
来
、
企
業
と
顧
客
を
対
立
的
に
捉
え
る
発
想
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
お
も
て
な
し
」
「
一
期
一
会
」
「
ご
縁
」
「
お
陰
さ
ま
」
な
ど
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
、
日
本
型
経
営
の
優
れ
た

顧
客
観
で
あ
り
、
「
主
客
一
体
」
と
い
う
宗
教
的
な
思
想
に
さ
え
結
び
つ
く
、
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
直
接
参
加
経
済
」
が
広
が
っ
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
日
本
型
経
営
の
「
主
客
一
体
」
の
思
想
は
、
改
め

て
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
優
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

最
後
に
、
第
五
の
「
地
球
環
境
経
済
」
。
「
有
限
の
経
済
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
日

本
と
い
う
国
は
、
実
は
、
昔
か
ら
「
有
限
の
空
間
」
「
有
限
の
資
源
」
を
前
提
と
し
て
経
済
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

そ
の
こ
と
は
、
「
縮
み
の
文
化
」
や
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
精
神
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
省
資
源
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど
の
優
れ
た
技
術
と
文
化
を
開
花
さ
せ
て
き
た
。
気
が
つ
け
ば
、
い
ま
、
世
界
の

資
本
主
義
が
突
き
当
た
っ
て
い
る
課
題
に
、
昔
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
日
本
に
他
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
本
型
資
本
主
義
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
世
界
の
資
本
主
義
が
い
ま
向
か
っ
て
い
る
価
値
観
を
、

す
で
に
昔
か
ら
、
大
切
な
価
値
観
と
し
て
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

さ
れ
ば
、
我
々
が
、
こ
の
経
済
危
機
の
中
に
お
い
て
見
つ
め
る
べ
き
は
、
何
か
。 

そ
れ
は
我
々
の
原
点
を
見
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
冬
の
時
代
の
先
に
到
来
す
る
、
資
本
主
義
の
進
化
の
姿

を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
螺
旋
的
発
展
の
法
則
。 

そ
れ
は
、
歴
史
の
発
展
に
お
い
て
、
未
来
進
化
と
原
点
回
帰
が
、
同
時
に
起
こ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

さ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
日
本
企
業
こ
そ
が
、
世
界
に
先
駆
け
て
、
そ
の
螺
旋
階
段
を
力
強
く
登
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 了 


